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淡海の市民活動・ネットワーク情報誌�

●発行日／2009年2月1日　●発行所／（財）淡海文化振興財団�

2・3月号�

No.

1■ＮＰＯさぽーとぽけっと� 5■市民団体活動紹介�
　ＮＰＯのわッ�

●しなやかシニアの会�
●特定非営利活動法人湖南ネットしが�
●特定非営利活動法人�

　おうみ木質バイオマス利用研究会�

地域の居場所�
コミュニティ・サロンの運営�
～ボランティアやスタッフを集めよう～�

7
■おうみネット★�
　INFORMATION�
　2月・3月�

◆テーマ：社会的意義を見つける働き方
～リサイクルショップ運営の事例を通して～
◆目的：女性が互いに助け合うことによっ
てできる地域の活性化・ライフスタイル
を提案し、協働を目指します。

◆日時：2月19日（木）13：30～16：35
◆参加費：500円（お一人様）
◆会場：県民交流センター（ピアザ淡海）

3階　和室
◆内容：特定非営利活動法人WE21ジャパ
ンの郡司真弓さんをお迎えし、NPO同士
が協働事業を展開できる組織作りに関し
て考えます。また、交流会では活動アピ
ールの時間を設けておりますので、チラ
シ・名刺などお持ち下さい。

◆対象：他のNPO・市民活動団体と協働し
てみたいと思う方なら、どなたでも参加
できます。

◆申し込み方法：ホームページからEメール
で申し込みもしくはチラシ裏面の申込用
紙のFAXにてのお申し込みに限らせて頂
きます。

11月21日、しがぎんリース・キャピタ
ル株式会社様から「おうみNPOP活動基金」
に115,250円のご寄付をいただきました。
地域で展開されている環境保全活動に一

層の支援をしたいと、創立20周年を迎えら
れた2004年以降、毎年、収益金等の一部
を当基金へご寄付頂いています。「厳しい時
期だからこそ支援したい」と今回4回目の寄
付をいただきました。
いただいたご寄付は、当財団の「おうみ

NPO活動基金」の原資に加え、県内NPOが
取り組む自然環境の保全をはじめとする社

会貢献活動への助成に活用させていただき
ます。
◆「おうみNPO活動基金」とは
NPOの自主的な活動を支援するために

2002年度に設置したもので、県や企業、
個人のみなさまからの資金提供により運営
しています。
この基金を活用して、これまでに54団体

（延べ90団体）に1億173万円の助成を行
っており、多くのNPOの基盤強化に役立っ
ています。ご支援いただけるみなさまから
のご寄付をお待ちしています。

★このコーナーに関するお問い合せは淡海ネットワークセンターまで

NPOの経営基盤強化を目的に実施している「おうみNPO活動基金」助成を受けている20団
体が、助成事業の成果を発表します。みなさんの活動の参考になると思いますので、ぜひお越
しください。
◆日時：2月14日（土）10：00～16：50
◆会場：県民交流センター（ピアザ淡海）207会議室
※入場無料。詳しい内容等は、ホームページをご覧ください。

（財）淡海文化振興財団�

■〒520-0801　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階�
■TEL 077-524-8440　■FAX 077-524-8442�
■http://www.ohmi-net.com�
■E-mail:office@ohmi-net.com

開館時間／9：00～17：00　第2・第4水曜日（祝日以外）9：00～21：00　休館日／月曜日、祝日の翌日�

●淡海ネットワークセンターの情報誌「おうみネット」は次のところに配布しています。�
県内図書館、琵琶湖博物館、男女共同参画センター、文化産業交流会館、陶芸の森、�
草津まちづくりセンター、県社協ボランティアセンター、大津市生涯学習センター、栗東芸術文化会館さきら、
滋賀銀行、びわこ銀行、滋賀県信用組合、公民館、各地域振興局、県民情報室など�

編集後記�

おうみ市民事業創出支援プロジェクト
第4回協働サロン・NPO×NPO
“はじめの一歩” 開催について

おうみ未来塾成果発表会

「おうみNPO活動基金」へご寄付をいただきました。

ふらっとルームの開館時間を変更しております。
水曜日の開館時間のみ変更ですので、ご利用の場合は、ご留意ください。
◆変更前　毎週水曜日　9：00～21：00

▼
◆変更後　第2・第4水曜日　9：00～21：00
ふらっとルームは、市民活動団体やNPOのミーティングや交流スペースとしてご利用いただけ
ます。当センターまでお気軽におたずねください。

ふらっとルーム開館時間変更について

第6回（2008年）「おうみNPO活動基金」
助成団体成果発表会のご案内

12月2日のサポーターサロンで急拠担当が幸運にも当たり、6日の取材と
なりました。素敵な佐藤代表とさしでお話でき、やまとなでしこと久し
ぶりに巡り会いサポーター冥利につきるひと時でした。
（おうみネットサポーター　岡崎一郎）

「手を挙げてよかった」。今の率直な感想です。自分の世界がまたひとつ
広がったのを、感じとりました。いつか、自分の夢とコラボできる日が
くるのでは…そんな勇気をもらいました。
（おうみネットサポーター　荒木威）

今回の取材はあまり時間がなく、現場を見ることができなかったのが残
念です。足湯の出前、頼んでみたいですね。
（おうみネットサポーター　平井育恵）

特集●淡海とぴっくす�

『買い物も市民活動？�
 私の“選び”が�
 社会を変える！』�
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フォーラム報告� まほまほフリーマde�
あすと浜大津�
日時●2月22日（日）・3月22日（日）10：00～16：00�
場所●明日都浜大津2F　ガス燈広場�
入場料●無料�
連絡先●大津市社会福祉協議会内�
「まほまほフリーマdeあすと浜大津」�
TEL：077-525-9316

　小さくなった新品同様の洋服や靴、遊ばなくなった
玩具など、捨ててしまうのは勿体ないですよね！子ども
の成長は早いからこそ、上手にリ・ユースしたいもので
す。そんな「もったいない」を解消していただける、買
う人にも売る人にも優
しいキッズなフリーマ
です。出店者同士の
物々交換や色んな情
報交換の場にもなっ
ています。楽しい子育
ての輪を広げませんか！�

町家再生考 北国街道木之本塾�

　専門家による湖北の民家
の解説、10月～12月にかけ
ておこなった町家修繕体験
「町家再生塾」の報告・見学
会をおこない、空き民家の今
後の活用法について、地域
のみなさんと都会の人を交え
て考えたいと思います。�

日時●2月11日（水・祝）�
場所●きのもと交遊館�
入場料●無料�
連絡先●湖北古民家再生ネットワーク�
TEL：0749-68-0304

「おうみ未来塾」は、市民活動が地域の
活性を促し、地域運営の一翼を担うように
なった今、広いネットワークと創造力で課
題解決に取り組む「地域プロデューサー」
が育つ場を目指しています。
今回、9期生が地域課題に取り組んだ塾活
動を報告します。また10期生がこれまで学
んだことをまとめ、2年目の活動計画につい
て発表します。市民活動を始めるヒントを
見つけていただける機会にしていただける
と思います。ご参加お待ちしております。
◆日時：3月7日（土）13：30～
◆場所：県民交流センター（ピアザ淡海）

3階　大会議室
◆参加費：無料
※当日の詳細は、当センターへお問い合わせ
いただくか、ホームページをご覧ください。

2009年2・3月号 Vol.67

立命館大学ボランティアセンター・滋賀県社会福祉協議会事業紹介
地域を創るボランティアネットワークに関するシンポジウム

地域と大学（学生）との連携を視野に入れたボランティア・市民活動のネットワークについ
て、コーディネートの現場から話し合います。
◆日時：2月25日（水）13：00～16：30 ◆場所：立命館大学びわこ・くさつキャンパスエポックホール
◆参加費：無料　◆申込締切：2月13日（金）
◆申込・問い合わせ先：立命館大学ボランティアセンターBKC
TEL：077-561-5910 FAX：077-561-5912
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NPO SUPPORT POCKET
あなたのＮＰＯ活動をサポートする情報をお届けします。�

●NPOさぽーとぽけっと●�

2009年もいよいよ幕開けです。「Change！」を
キャッチフレーズに、バラク・オバマ氏は、第44
代アメリカ大統領に選ばれました。1961年生まれ
のオバマ氏の若い知性と感性に、「change（変革）」
のバトンは渡されました。2009年、日本もまさに
「change（変革）」の時を迎えようとしています。

●CHANGE
～改革（～を変える）から変革（～が変わる）へ
公益法人（財団、社団）は民間非営利組織

（NPO）ではないというとらまえ方をする方もおら

れるかもしれませんが、本来、公益法人（財団、

社団）は、独立性、自主性を担保した民間非営利

組織（NPO）です。しかし、公益法人たる存在意

義の形骸化が社会課題となっている中、社会変革

の火種となる法改正が昨年12月に行われました。

｢公益法人制度改革3法｣により､現存している公益

法人（財団、社団）は、2008年12月1日の法律施行

日から5年以内に新制度に移行することとされ、移

行申請をしない場合は、解散となります。今回の

公益法人制度は､明治29年の民法制定以来110年ぶ

りの抜本的な改革です。財団・社団は、このよう

な動きの中で、より一層、独立性、民間性、公開

性を担保した民間非営利組織となっていく必要が

あります。また、従来の地縁組織も昔からあった

民間非営利組織として捉える動きもあり、次の10

年では大きな文脈で民間非営利組織が語られ、ま

さに市民社会の広がりがみられるようになってい

きます。

私たちも大きな視野で社会を考え、新しい思

考・行動様式へと移行していく必要があります。

大いに悩みながらもみんなで考え行動していく。

その先には日本の変革が見える。そんな思いの束

を集めながら、今年一年も活動していきたいと存

じます。

本年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。

CHANGE
変える　変わる

Essay・エッセイ

淡海ネットワークセンター事務局長 浅野 令子

市民の散歩道�

●志や目標を共有できる人を集めたい
どんな目的で地域に居場所を作りたいのか、どんな人たちに利用して

もらいたいのか、志や目標を共有できる仲間とともに運営していくこと

で、活動はさらに広がっていきます。まずは、「やりたい思い」を関心が

ありそうな人に話してみることから始めてみましょう。理想に近い居場

所やサロンを見つけたら、一緒に出かけてみるのもいいですね。人に声

をかけ、思いや意義を語ることで、理解し賛同する仲間ができます。仲

間は、最低３人はほしいところです。「三人集まれば文殊の知恵」と言い

ますしね。

●チラシを作って配布する
居場所やサロンを始めたい地域には、チラシを配って地域の人にも理

解をしてもらいましょう。ボランティアやスタッフとして参加したい方

とも出会うきっかけになります。町内会や自治会などにも話をし、そこ

からのお知らせに書いてもらうことで、信用度も上がり、地域に広く広

報することが出来ます。

チラシ作りは、日頃からいろいろな団体のチラシを集め、分かりやす

いチラシや手にとってみたくなるチラシを参考に作ってみてください。

チラシ作りについての講座へ参加すると、たくさんのヒントをもらえま

す。

●インターネットを利用する
地域の市民活動を支援している団体や社会福祉協議会などのボランテ

ィアセンターでは、ホームページやメールマガジンでボランティア募集

のお知らせを掲載できるところもあります。インターネットはさまざま

な人が見ていますので、広く呼びかけるのに向いています。また、自前

のホームページを作って募集することもできます。最近はブログを利用

したものが多く見られます。簡単に更新でき、デザインなどに悩まず始

めることができます。

滋賀県内の各地域にある市民活動支援団体については、当センターか

らもご案内できますので、お問い合わせください。

●ボランティアで活動してもらう前に
ボランティアで活動をしてもらう前には、居場所やサロンの目的、内

容について、きちんと伝え、仕事の種類や内容、具体的な時間、負担に

ついて理解してもらうことが大切です。交通費や有償とするのかしない

のかについても、始める前にお互いにしっかり確認しておきましょう。

仕事内容などを確認する「ボランティア合意書」を交わすことも一つの

方法です。

地域で求められる居場所やサロンとなり、運営を長く続けるためにも、

そこで活動するスタッフ全員が目標を共有し、納得して活動できる場

を作っていきましょう。

地域の居場所、コミュニティ・サロンの運営
～ボランティアやスタッフを集めよう～

地域の人と人をつなぎ、
地域全体をいきいきとさせ
る、地域の居場所やコミュ
ニティ・サロン。今回は、
運営をともにしていくボラ
ンティアを募集するための
ポイントをご紹介します。
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私の“選び”が社会を変える！�
買い物も市民活動？�
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奥谷京子さん●プロフィール
女性起業家を支援するWWB（ウイメンズ・ワー

ルド・バンキング）ジャパン代表。起業スクー

ルのほか、農業や地域を元気にする人向けの講

演やセミナーの講師をしている。 慶應義塾大学

総合政策学部卒。 女性起業家を支援するＷＷＢ

ジャパン に入社。 2005年７月より代表に就任、

各地の起業家を訪れ、起業家同士のよいところ

を結びつけて、新しいビジネスを生み出してい

る。産業能率大学、松山大学で講師を兼任。 東

京・恵比寿にある直営のカフェで自ら実践しな

がら起業についてのアドバイスを全国各地で行

っている。 著書に 「ひろう・もらう・つくる

お金をかけない起業法」（アドア出版）がある。

http://www.p-alt.co.jp/wwb

買い物をとおして地域づくりや市民活動に参加することができます。そのためには

何を選び、どんな買い物をしていけばいいのでしょう。そのヒントが見つかるフォー

ラムを11月29日（土）に開催しました。さらに、会場では地産地消を進める市民団

体、福祉の職場を生み出す団体などが出展し、参加者と賑やかに交流されました。

◇日時：2008年11月29日（土）
14：00～17：30
◇場所：生活協同組合コープしが
コープぜぜ2階生活文化ホール

基
調
講
演

「
私
の『
選
び
』が
社
会
を
変
え
る
」
奥
谷
　
京
子
さ
ん

（
Ｗ
Ｗ
Ｂ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
）

【
老
舗
旅
館
「
吉
田
屋
」
の
事
例
】

島
根
県
大
田
市
温
泉
津
で
創
業
95
年
の

老
舗
旅
館
「
吉
田
屋
」
を
若
い
女
性
た

ち
が
引
継
ぎ
、
地
域
の
問
題
解
決
拠
点

と
し
て
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
出
し
て
い
る
話
。

http
://w

w
w
.lets.g

r.jp
/yo

shid
aya/



出展団体�
参加者と賑やかに�
交流されました�

知的障害者授産施設（通所）れもん会社
http://www.shonanhouse.com/ 
TEL：077-537-0046

障害のある人が地
域で自立していくた
めにはお金と経験
が必要。そのため
の「仕事」と「生
活体験」の場を提
供している。

ボルネオ保全トラスト
http://www.bct.jp
TEL：03-3471-4966

ヤシノミ洗剤を生産する
（株）サラヤが、その原料
であるパーム油の最大の
産地であるボルネオ熱
帯雨林の生物を守り、
自然と人間が共存できる
社会のために提案し、ト
ラスト活動が始められた。

安曇川流域・森と家づくりの会
http://www.mori-ie.com/ 
TEL：077-574-3225
設計技師、工務店、林

業者が協力し、安曇川
流域で育った良質な木
を使い、住まい手とと
もに安心で安全な家づ
くりをしている。植林
活動なども行い、家づ
くりを通じて豊かな森づ
くりを目指している。

北比良グループ
http://www16.ocn.ne.jp/̃kitahira/
TEL：077-596-1679

地元の生産者が昭
和42年から比良山系
の麓でとれたお米と
大豆を使った無添
加米味噌＜比良の
里＞を中心に、さつ
ま芋チップなど美味し
い物を作っている。

未来の価値をみんなで作る
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フォーラム報告『買い物も市民活動？私の“選び”が社会を変える！』特集●淡海とぴっくす／事例紹介

仕
事
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
国
内
で
も
吉
田

屋
旅
館
の
よ
う
に
、
若
い
人
た
ち
が
戻
っ

て
く
る
可
能
性
に
つ
な
が
る
地
域
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
内
外
の
必

要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
仕
事
を
作
っ
て

Ｗ
Ｗ
Ｂ
の
姉
妹
団
体
に
日
本
で
一
番
初

め
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
始
め
た
「
第
三

世
界
シ
ョ
ッ
プ
」（
一
九
八
五
年
設
立
）
が

あ
り
ま
す
。
途
上
国
の
仕
事
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
捨
て
ら
れ

て
い
た
コ
ゴ
ン
草
。
そ
の
繊
維
が
長
い
と

い
う
特
徴
を
い
か
し
、
現
地
の
人
が
紙
漉

か
み
す

き
の
技
術
を
日
本
で
教
わ
り
、
押
し
花
を

つ
け
て
カ
ー
ド
に
し
た
り
、
小
さ
な
箱
を

作
っ
た
り
と
い
う
事
業
を
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
あ
る
地
区
で
実
践
し

て
い
ま
す
。
始
め
た
時
に
は
七
人
だ
っ
た

グ
ル
ー
プ
が
、
現
在
四
百
人
以
上
に
な
り

島
の
産
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
私
た
ち
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
よ
り
大
き
な
概
念
で

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
レ
ー
ド
」
と
い
う
言
い

方
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
途
上
国
の
商
品

だ
け
で
な
く
国
内
の
商
品
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

（
上
記
）
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
に
は

「
ア
ミ
ノ
黒
酢
」
の
よ
う
な
地
元
の
人
の
工

夫
と
研
究
で
、
商
品
と
し
て
生
か
さ
れ
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
ク

ラ
ッ
カ
ン
」
の
よ
う
に
世
界
の
問
題
と
地

域
に
あ
る
問
題
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
レ
ー
ド
の
商
品

が
た
く
さ
ん
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

今
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
ろ
ん
な
商
品

開
発
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動

を
通
し
て
、
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
で
そ

の
意
味
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
発

信
す
る
こ
と
で
お
客
さ
ん
に
も
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ッ
カ
ン
バ
ー
を
食
べ
た
方
た
ち
が
ス

リ
ラ
ン
カ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
り
、

あ
る
い
は
Ｗ
Ｗ
Ｂ
の
カ
フ
ェ
で
出
し
て
い

る
野
菜
の
生
産
者
さ
ん
の
収
穫
祭
に
行
っ

て
み
た
い
と
思
う
こ
と
が
、
社
会
の
こ
と

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
、
実
際
に
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
ん
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

株式会社フェリシモ
TEL：078-325-5700（平日10：00～12：00、13：00～17：00）
FAX：078-325-5725
URL：http://www.felissimo.co.jp/ecolor/

株式会社フェリシモ

子育て中の女性の声から生まれた漂白な
しのブラウンテッシュと何度も使えるガ
ーゼテッシュ

▲

【
２
つ
の
事
例
を
紹
介
】

●
宮
崎
県
綾
町
に
あ
る
お
酢
屋
さ
ん

（
大
山
食
品
）
が
作
っ
た
、
棄
て
ら
れ
て

い
た
焼
酎
の
絞
り
か
す
を
原
料
に
し
て

作
っ
た
「
ア
ミ
ノ
黒
酢
」
の
話
。

http
://w

w
w
.o
hyam

afo
o
d
s.co

.jp
/

●
糖
尿
病
に
良
い
と
い
う
ス
リ
ラ
ン
カ

の
雑
穀
ク
ラ
ッ
カ
ン
を
原
料
に
し
て
障

害
者
の
作
業
所
で
作
っ
た
ク
ッ
キ
ー

「
ク
ラ
ッ
カ
ン
バ
ー
」
の
話
。

パネリスト／奥谷京子さん（WWBジャパン代表）
能勢加奈子さん（株式会社フェリシモecolorグループリーダー）
塚村好朗さん（ディオス北千里専門店会会長）
遠藤由隆さん（野洲市まちづくり政策室主席主幹）

コーディネーター／浅野令子（淡海ネットワークセンター事務局長）

パネルディスカッション

「買い物で地域を変える」

フォーラム後半のパネルディスカッションでは、「買い物で地域

を変える」をテーマに意見交換が行われました。コーディネーター

の浅野の「素朴な疑問」を受け付ける呼びかけに、会場からは「環

境に配慮した商品や途上国で作られた商品の品質管理をどうしてい

るか」という質問がありました。これに対してWWBジャパンの奥

谷さんは、インドで手がけている刺繍では、現地のシスターが指導

に当たっている例を挙げながら、現地で品質管理ができるコーディ

ネーターを育てることの大切さについて話されました。またフェリ

シモの能勢さんは、障害者施設での作業では、細かな分業制にする

ことで均一な作業ができ、ばらつきの少ない商品ができることを説

明されました。

行政やNPO、事業者など違った立場の人たちと協力関係づくり

についての質問では、野洲市まちづくり政策室の遠藤さんは「地産

地消推進協議会は市場コミュニティのような形になっている。環境

と経済を組み合わせ、誰もが環境社会に参加できるモデルとしたい」

と話されました。一方、地域交流研究会について塚村さんは「若い

人が提起する問題に、経験豊かな高齢者の知恵を拝借して、ともに

解決していくという形で進めることが大切」と話されました。

コープしがから、生協とNPOが繋がる方法ついて質問がありま

した。これに対して遠藤さんからは、小規模分散型のまちづくりを

目指すエコロカル ヤス ドットコムの活動の中で、地域の高齢者に

対するデリバリーサービスなどが協働で出来ないかという提案があ

りました。県外の視点から、塚村さんはイオングループが行ってい

る事例を挙げ、消費者の買い物額の何％かを事業者がNPOに寄付

するシステムの導入について提案をされました。

さらに、消費者とのコミュニケーションの取り方について、フェ

リシモの能勢さんは子育て中の30代女性の例をあげ、社会から隔

絶されがちな主婦の社会参加の方法としての商品へのアンケート企

画について紹介。そして最後に、奥谷さんからは、地域を越えて、

人や物を上手く結びつけることで新しい商品やサービスを生み出す

面白さと可能性が語られました。地域の様々な活動をつなぐコーデ

ィネーターの役割の重要性について認識を新たにしました。

田舎と都会、生産者と消費者をつなぐ、様々な商品が各地で提供

されています。買い物を通して地域を応援するだけでなく、自分の

世界も広げることができることを知りました。

エコ商品を提案しているカタログ「ecolor

（エコラ）」で3つの企画を展開しています。1

つ目は障害者施設との協働企画。NPO法人や

自治体、全国の授産施設と協働で手仕事のぬ

くもりを提供するという商品企画です。2つ

目は発展途上国の自立支援型企画「フェリシ

モ・アクティビティーズ」。買い物を通じてグ

ローバル経済の流れから取り残された地域の

人たちの自立を支援するもので、一部、基金

付き商品も展開しています。3つ目はエコ生

活の提案で、お客様一人ひとりの家庭の中の

環境問題を解決する生活スタイルを提案する

商品開発を行っています。一人の力は小さく

てもみんなの力が集まれば大きなことができ

ることを見える形で提示して、社会貢献を実

感できる工

夫をしてい

ます。

●株式会社フェリシモ　　
ecolorグループ
グループリーダー

カタログ販売フェリシモは、
商品購入によって地球環境
保全に消費者が参加できる
商品、海外ボランティアが
できる商品などを提供し、
身近なところからエコライ
フや途上国との関係につい
て消費者へ情報を提供して
いる。

▲パネルディスカッションの様子

▲能勢加奈子さん

連絡先：ディオス北千里専門店会
TEL：06-6872-0556 
FAX：06-6832-0668 

地域交流研究会

地域交流研究会の様子▲

地域交流研究会は、ディオス北千里専門店

街の販促用「ゆめシール」を使って消費者と

専門店会が地域の市民活動に協力できる仕組

みを作っています。誰でも参加できるこの研

究会では、「まちづくり」をテーマに相談や提

案を持ち寄って発表。その中から取り上げた

いテーマを掘り下げ、賛同の多い活動に専門

店会が協力します。200円分の買い物でシー

ル１枚がもらえる「ゆめシール」は、50枚分

で200円分の金券として利用できますが、地

域の活動へ寄付することも選べます。専門店

会は、この寄付へ2,000円分の専門店街金券

で活動に協力します。この仕組みで地元中学

校にビオトープポンプと災害時非常用電源と

して太陽光発電が設置されました。研究会が

団体と市民を

結ぶコーディ

ネートの場と

なっています。

●地域交流研究会
ディオス北千里専門店会
会長

「まちづくり」をテーマに地
域の住民、学校関係者、市
職員など多様な人が気軽に
集まれる地域交流研究会を
開催。月1回開催を6年間継
続し、学校で聴覚障害児の
支援に結びついた事例、学
校と商店街が協力して保護
者へ安全情報を提供するシ
ステムを構築した事例など
がある。

▲塚村好朗さん

特定非営利活動法人エコロカル ヤス ドットコム
TEL：077-588-3887（谷豊）

FAX：077-588-3889

特定非営利活動法人 エコロカル ヤス ドットコム

地域通貨「すまいる」▲

野洲地産地消協議会とエコロカルヤスドッ

トコムが運営する地域通貨「すまいる」は、

地産地消と地球温暖化防止の2つの取り組み

を組み合わせる手段として活用されています。

具体的には、市民が太陽光発電設置への寄付

として「すまいる」を購入。市内の加盟店で

商品代金の一部に「すまいる」を使います。

加盟店は「すまいる」分（割引分）を太陽光

発電設置に協力している形です。太陽光発電

の売電で得た収益は加盟店に還元します。さ

らに、地産地消を活性化させる農水産物の直

売店「すまいる市」が開設され、加盟農家も

増えています。生産者と消費者、地域の高齢

者などのコミュニケーションの場としても親

しまれています。地域通貨によって地産地消

と地域の環境に

貢献できるモデ

ルが注目されて

います。

●エコロカルヤスドットコム
野洲市まちづくり政策室
主席主幹

地域通貨『すまいる』を介
在させ、地産地消の推進に
よる地域内経済の活性化と、
太陽光発電装置の普及推進
による地球温暖化防止など、
“環境と経済の両立”を目指
した『すまいる市』を展開
している。

▲遠藤由隆さん

採決しない円卓から生まれる地域の協働

経済と環境をつなぐ地域通貨「すまいる」

里山パン工房
http://www.eonet.ne.jp/̃ossaka/
TEL：0740-28-8128

地元の主婦たちが、地
元マキノ町産の米を自家
製粉しパンを生産。道
の駅マキノ追坂峠で販
売し、地元の米を使う
ことで農家もうれし
い、消費者も安心のパ

ンを作っている。
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和�話�

輪�

地域や社会を良くしていきたいと�
がんばっている市民活動・NPOを紹介します。�
興味を持たれた団体に連絡してみませんか？�

おうみネットを一緒につくりませんか？�
おうみネットサポーターを随時募集しています。�
興味のある方はセンターまでお問い合わせください。�

このコーナーは「おうみネット」発行をサポートする「おうみネットサ
ポーター」が市民活動団体・ＮＰＯの情報提供から取材・執筆まで
を行っています。�

わっ�ニ
ュ
ー
シ
ニ
ア
の
み
な
さ
ま
を

あ
っ
た
か
い
笑
顔
が
路
地
の
町
家
で
迎
え
ま
す

寒
い
北
風
の
中
、
の
れ
ん
を
く
ぐ
り
、「
リ

ュ
エ
ル
し
な
や
か
」
と
い
う
名
の
町
家
に
て
、

ス
タ
ッ
フ
の
お
だ
や
か
な
ほ
ほ
え
み
に
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
し
な
や
か
シ
ニ
ア
の
会
は
、
設
立

か
ら
七
年
が
経
っ
た
二
〇
〇
八
年
四
月
に
、
こ

の
風
格
あ
る
町
家
に
引
っ
越
し
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
は
大
津
市
の
新
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
・
夢
実
現
事
業
に
「
町
家
を
活
か
し
て
、
シ

ニ
ア
が
仕
掛
け
る
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
」

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
、
偶
然
に

出
会
っ
た
四
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
は
、

お
う
み
ネ
ッ
ト
や
町
家
を
考
え
る
会
な
ど
、
多

く
の
方
々
と
の
ご
縁
に
よ
り
、
今
日
の
九
十
名

の
会
員
ま
で
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト

時
か
ら
の
中
心
メ
ン
バ
ー
八
名
（
全
員
女
性
）

が
世
話
役
と
な
り
、

い
ろ
ん
な
企
画
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

継
続
、
発
展
し
て

き
た
鍵
は
、
こ
の

世
話
役
の
方
々
の

力
を
う
ま
く
引
き

出
し
、
活
用
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、

佐
藤
代
表
の
ひ
か

え
め
で
、
上
品
な

お
人
柄
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
を
作
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
年
の
事
業
で
、
好
評
だ

っ
た
の
は
、
山
元
春
挙
別
邸
で
九
月
に
行
っ
た

邦
楽
（
尺
八
と
琴
）
で
し
た
。
事
業
の
こ
れ
か

ら
は
、
二
月：

ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会
（
講
師：

ホ
テ
ル
・
ソ
ム
リ
エ
）、
三
月：

歌
声
喫
茶
の

楽
し
さ
を
再
び
（
び
わ
湖
大
津
館
、
地
元
音
楽

家
出
演
）
な
ど
の
計
画
を
暖
め
て
い
ま
す
。
年

会
費
五
百
円
、
出
入
り
自
由
な
ど
の
「
し
な
や

か
」
さ
と
「
楽
し
い
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
」
と
い
う

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
土
台
と
し
て
、
浜
大
津
と

い
う
地
の
利
を
活
か
し
て
、
固
い
絆
で
む
す
ば

れ
た
女
性
パ
ワ
ー
で
、
ニ
ュ
ー
シ
ニ
ア
の
た
め

の
楽
し
い
活
動
が
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
岡
崎
一
郎
）

しなやかシニアの会（大津）�話�

しなやかシニアの会
代表●佐藤明子
設立●2000年
会員●約90名
連絡先●大津市中央1丁目8-27
TEL：077-558-7233
FAX：077-558-7233
e-mail：shinayaka077@nifty.com
URL：http://www.shinayakashinia.com/

●「リュエルしなやか」にて行った8月の親子
紙芝居風景

●しなやかシニアの会6月
の水無月茶会の様子

●湖南ネットしがの学
習会では、外国人の
子どもさんの姿もあ
ります。まさに、国
際交流の現場がここ
にあります。

●おうみ木質バイオマス
利用研究会では多賀町
富之尾で森林整備（間
伐）作業もしています。

●風格ある町家に雰囲気の合う
「リュエルしなやか」の看板

「
Ｉ
Ｔ
は
、
使
え
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て

は
ダ
メ
！
」。
代
表
の
斎
藤
さ
ん
は
、
熱
い
想
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。『
Ｉ
Ｔ
』
の
知
識
や
技
術
支

援
を
通
じ
て
、
目
の
前
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問

題
の
解
決
に
ま
で
広
げ
、
深
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
社
会
が
い
き
い
き
と
元
気
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
「『
Ｉ
Ｔ
』
技
術
の

利
活
用
あ
っ
て
こ
そ
の
『
Ｉ
Ｔ
』」
と
力
説
さ
れ
ま

す
。
二
年
前
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
当
時

「
財
団
法
人
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
開
発
協
会
」（
経
済
産

業
省
主
管
）
に
よ
る
「
シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
認
定
を
受
け
た
会
員
は
ほ
ん
の
数
名
に
過

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
日
で
は
二
十
六
名
に
成
長

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
乗
数
的
に
拡
大
す
る
勢
い
で

す
。活

動
は
、
当
初
の
「
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
」
か
ら
子
ど
も
の
健
全
育
成
活
動
、
さ
ら
に
は
、

女
性
や
外
国
人
へ
の
支
援
活
動
へ
と
ウ
イ
ン
グ
が
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
湖
南
市
在
住

の
ペ
ル
ー
国
籍
の
男
性
が
、
外
国
人
と
し
て
は
全
国

は
じ
め
て
の

「
認
定
試
験
」

に
合
格
。
さ
ら

に
は
、
来
年
度

の
活
動
の
目
玉

と
し
て
、
幼
児

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
Ｉ
Ｔ
支

援
（
キ
ッ
ズ
ス
マ
ー
ト
）」
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
短
期
間
で
の
躍
進
の
秘
訣
に
つ
い

て
は
多
く
を
語
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
活
動
の
航

跡
か
ら
た
ど
り
得
た
結
論
は
、
地
域
・
行
政
・
企
業

と
の
『
協
働
』
の
二
文
字
に
凝
縮
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

ま
さ
に
『
協
働
』
の
生
き
た
教
科
書
を
見
る
思
い
が

し
ま
し
た
。

一
見
、
順
風
満
帆
の
よ
う
に
お
見
受
け
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
「
坂
の
上
の
雲
」
を
目
指
し
て
夢
は
尽

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
活
動
エ
リ
ア
の
拡
大
（
南
部

方
面
、
北
部
方
面
）
と
、
事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
戦
略

展
開
を
果
た
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
新
年
こ
そ
は
夢

が
実
現
す
る
と
い
い
で
す
ね
。
ど
な
た
か
、
同
じ
夢

を
見
た
い
方
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
!?

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
荒
木
威
）

輪�湖南ネットしが（湖南）�
特定非営利活動法人�

特定非営利活動法人湖南ネットしが
代表●斎藤富士夫　　
設立●2008年　　
会員●26名
連絡先●湖南市菩提寺330-548
TEL：090-8146-4433
FAX：0748-74-0275
e-mail：office@konan-net.org
URL：http://www.konan-net-shiga.jp/

昨
年
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
と
年
末
に
か
け

て
の
急
落
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
発
端

は
投
機
マ
ネ
ー
が
招
い
た
も
の
で
し
た
が
、
化
石

燃
料
に
頼
る
こ
の
社
会
の
危
う
さ
を
、
誰
も
が
認

識
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
で
し
た
。
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
は
様
々
な
可
能
性
が
模
索
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
〈
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
〉
を
前
面
に
掲
げ
て
森
林
の
利
用
と
再
生

を
図
り
、『
地
域
で
の
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
』

を
め
ざ
す
「
お
う
み
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
研
究

会
」
で
す
。

二
〇
〇
〇
年
に
湖
東
地
域
振
興
局
が
中
心
と
な

り
「
循
環
モ
デ
ル
・
湖
東
地
域
森
林
資
源
活
用
事

業
」
と
し
て
「
森
林
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
行

政
・
市
民
・
山
林
組

合
・
企
業
な
ど
、

様
々
な
セ
ク
タ
ー
の

協
働
に
よ
り
推
進
し

て
き
た
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
母
体
と
な

っ
て
二
〇
〇
四
年
に

法
人
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
目
的
は
事
業
化

（
事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
で
は
な
く
、「
み
ん
な
で
手
作

り
」「
市
民
が
主
役
の
活
動
と
し
て
」
と
い
う
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
現
場
作
業
を
重
視
し

た
地
に
足
の
つ
い
た
活
動
、
全
員
参
加
型
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
研
究
・
開

発
・
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

定
例
活
動
は
多
賀
町
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
で

第
一
土
曜
日
と
第
三
日
曜
日
に
開
催
し
、
白
王
里

山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
近
江
八
幡
市
白
王
町
で

第
四
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
マ

ン
パ
ワ
ー
が
欲
し
い
で
す
。
い
ち
ど
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
目
下
の
目
玉
は
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃

料
と
す
る
移
動
足
湯
。
ど
こ
で
も
出
前
し
ま
す
の

で
（
費
用
負
担
要
相
談
）
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
平
井
育
恵
）

おうみ木質バイオマス利用研究会（彦根）�
特定非営利活動法人�和�

特定非営利活動法人
おうみ木質バイオマス利用研究会
代表●守本輝夫
設立●2004年　会員●約50名
連絡先●彦根市京町1丁目6-17
TEL：090-7757-3098（寺尾）
FAX：0749-24-4455
e-mail：info@ombk.info
URL：http://ombk.info/

●足湯でほっこり

●幼児教育プログラム
（キッズスマート）は、
来年度の目玉事業と
して新規に開始され
ます。ゲーム感覚で
“IT”を。

●学習風景です。シニアから子ど
もまで、真剣なまなざしに、年齢
は関係ありません。

●白王里山再生プロジェクトの
みなさん

話�

輪�

和�

『
Ｉ
Ｔ
』
の
利
活
用
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
シ
ニ
ア
か
ら
子
ど
も
・
女
性
・
外
国

人
・
幼
児
教
育
の
分
野
ま
で
…
更
な
る
進
（
深
）
化
を
目
指
し
ま
す
！

「
足
湯
の
出
前
い
た
し
ま
す
」

知
っ
て
！
感
じ
て
！
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
よ
さ

循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
…
市
民
活
動
で
す
す
め
る
森
の
再
生
と
利
用


